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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ       林  研究会 学籍番号 81130050 氏名 粟谷 健太郎 

（論文題名） 

 

青果流通の「多段階性」と 

消費者と生産者の意識のギャップ 

 

 

（内容の要旨） 

 

本研究では、日本の農業と食の供給において大きな問題である生産者の高齢化と消費者の食の安

全に対応するための足掛かりとして、野菜や果物などの生産とその流通過程に関する研究を行う。 

 

日本の食品業界の、特に青果業界の特徴は流通の「多段階性」にある。流通過程の「多段階性」 

が高いと各流通過程の情報の非対称性と情報伝達の困難性が高まる。その結果として消費者と生産 

者相互の購買や生産・出荷に対する認識にギャップがあるのではないか。 

  

この仮説を実証するために、また、どんなのギャップがどの程度あるのか計測するために構造式

モデリング/平均構造モデルを用いた比較を行い検証した。検証結果として、仮説は立証された。さ

らに、消費者の購買に対する認識は消費者と生産者の間で「品質」と「安全」の要因にギャップが

あること、また、生産者の生産・出荷に対する認識は消費者と生産者でまったく異なる因子が抽出

され、消費者は生産者の生産・出荷に関して知識がないことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


